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発 障 をもつ のメタ認知的信念 度の作成， 
及 信 性と 性の検討 

 
上野 人*  ** 野 *** 

 
要 約 

発 障 をもつ の心 的 は特に大きく，抑うつ状態に ることが多いとされる。 に困難

感を く は抑うつの原因となる自己注目に りやすいと考えられ，自己注目を す認知 であるメ

タ認知的信念に をあてる事が重要であると考えられる。しかし， のメタ認知的要因に を て

た研究は不 であるとされる。そこで本研究では， のメタ認知的信念を し， 度を作成するこ

とを目的とした。ま ， を行い，原 目を作成した。その ， 問 調 により因 お

よ 信 性の確認を行い， で 性の検討を行った。その結果，発 障 をもつ の心配・

反 に対する ・ なメタ認知的信念の 2 因 が られた。 は，メタ認知的信念と

ストレス反応との 連に して， スを めた検討を行い，メタ認知的要因への介入が抑うつ感に

える影響の検討につな られると考えられる。 
キーワード 発 障 ， ，自己注目，メタ認知的信念 
 
 

問題  

 

2005 に 行された発 障 者支 では，

発 障 は「自 症， スペル 症候群その

の 性発 障 Pervasive 
Developmental Disorder PDD ，学 障

Learning Disabilities LD ，注意 多動

性障 Attention Deficit Hyperactivity 
Disorder ADHD ，その これに する 機能

の障 であって，その症状が 常 におい

て発現するもの」と定義される 科学 ，

2005 。発 障 の特徴としては， 不適

応，対人 の障 ，こだわりや強迫症状とい

った行動上の問題， の れによる  
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の問題などが見られる 田，

2006 。そのため，学 生活でのトラ ル，日

常生活での わりの難しさがあることが多く，

その には定 発 に対する とは異な

った困難さを するとされる 野 ・金 ・本

・ ・ ・松岡・ ，2010 。 的

な 者である の心 的 は特に大きく

(Hastings，2003)，発 障 をもつ は，

定 発 をもつ よりもストレスが いこ

とが されている(Wolf，Noh，Fisman & 
Speechley，1989)。 どもが様々な行動上の問

題をもつことによる日常生活での の

なら ，障 の ， の不 ，自 感など

が原因でストレスが まり， はうつ状態に

ることが多いとされる ・ ・ 崎，

2001 野 ，2007 。 がうつ状態になると，

どもの気持ちを して根気よく き う精

神的な が持てなくなり， 力が して
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しまう 田，2007 。また，抑うつ症状に

う認知の変 により， どもを 観的・ 定的

な見 をするようになり， どもへの応対が

定的となったり， どもに対して適切でない

動・行動を行ってしまいがちになる 野 ，

2007)。その結果， どもの 障 や行動障

を 発し， の 感と抑うつ感もさら

に増大さ る が生じてしまう ，

2006 。ペ レ トトレ や の など

に対する支 体制は えられてきている

が，心 の問題に を てた支 と研究

はいまだ不 である ( ・ ，2005)。 
 抑うつや不 の一因として，自己注目が

されている。自己注目とは自己の 的事

に対する注目が過 な状態のことであり，感

障 の発症や 持の要因となる。自己注目は，

の でも問題とされている。 において

は， の自己 度の い な

事が日常の軽 な としておこりやすく，

は自己への注意を めやすい状 にある

，2002 。つまり， に対して対処不能感

を感じ， 行動において な認知的

をした ，自己について考えてしまいやす

い反 状態になり，自己や状 に対しての見

がより になりやすいとされる

，2002 。そのため， どもへの対処不能感

を多く感じる発 障 をもつ は，自己注

目の状態になりやすいと考えられる。一 で，

自己注目を す認知 として，メタ認知的信

念が られる。メタ認知的信念とは，思考が

どのようにして くか，あるいはどれくらい

ト ルできるのか，といった思考の制御に

する信念である。メタ認知的信念には，反復

的思考である心配や反 などが に立つと思う

なメタ認知的信念と，思考あるいは

感 の制御不 能性や 性に 連する

なメタ認知的信念の 2 がある Fisher 
& Wells，2009 。Wells らの した自己調節

実行機能モデルでは，このメタ認知的信念があ

ることによって，反 や心配といった

な り しの思考に ってしまうとされてい

る Papageorgiou & Wells，2003 。自らの認

知を ・制御・ するメタ認知に を

てた心 療 であるメタ認知療 では，メタ認

知的信念の を変 さ ることが介入の主要

な目的の一つであるとされる。 
上のことから，発 障 をもつ のメ

タ認知的要因に を て，自己注目の や

不適応なメタ認知的信念を することが，抑

うつ気 の につながると される。しか

し，これまでのとこ ，発 障 の が持

つ てに対する特 の 観的な気持ちおよ

障 に対する考えを した研究 ・

・松 ，2007 や， どもの に対する不 ，

問題行動や対人 ， 自 の に する

考えを した研究 ・ ，1980 はあ

るものの，それらの考えがどのようなメタ認知

的信念によって発生・ 持されているかという

は らかにされていない。また， のメタ

認知的要因に を てた研究は不 である

とされ ，2006 ，特 の心配・反 に対す

るメタ認知的信念を 定する 度も作成されて

いない。したがって，発 障 をもつ に

特 したメタ認知的信念を 定することは，

のうつ状態とメタ認知的要因との 連を検討

するために 用と考えられる。さらに，発 障

をもつ のメタ認知的信念を 定する

度は， メタ認知的要因に をあてて

の支 を行う の重要な 果 の とつにな

ることが される。そこで本研究では，発

障 をもつ に対し を行い，

心配・反 に対するメタ認知的信念を し，

度を作成することを目的とした。 
 

  

 

1 原 目作成 
調 対 者 
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にある発 障 をもつ の に す

る 15 41.86 6.22 に

を実 した。 どもの は 11.20
3.12 であり，障 は，PDD14 PDD

の 6 ，自 症 4 ，知的障 を う自

症 1 ， 機能自 症 1 ，レ ト症候群 2
，ADHD スペル 症候群 1 である。 

調 続き 
2013 7 から 9 に，研究 力の が

られた の にて， を行った。

に調 の を説 し，調 力

は 意であることを えた。また， の

をのちに して検討するために，IC レ

を用いて を する も に

説 した。上 の に対して同意を られた

者に を行った。 
調  
1 ス ト の と どもの ，

障 の の と を ねる 目を 定

した。 
2 ル Wells & Matthew

1994 のメタ認知的

metacognitive profiling interview を 考に

ルを作成した。 では，ま 心配を

さ る 問を行い， 体的な心配の に

ついて を した。その ，それらの を

心配することに対する と を述べてもら

った。反 に しても同様の で，反 の

を行った ， 体的な反 の に する

と，反 することの と を述べてもら

った。 問 時には，心配およ 反 を

したことによる 体的・精神的な がないか

を ね，問題がないことを確認したのち を

した。 
原 目の作成 
 で られたデ タをもとに，

定 度を作成した。ま ， られた デ タ

をすべて こしし，メタ認知的信念に て

はまりそうな 目を した。 に， して

いる を，KJ を用いてまとめた。それらの

目について，心 学を する大学院生 3
が 立して 的 性の検討を行い， 的

な 目 を行った。 
2 信 性およ 性の検討 
調 対 者 

・ にある発 障 をもつ の

に する 119 に対して調 を行い，

する が られた 95 43.57
5.66 を の対 とした。 どもの

は 12.57 3.41 であり，障 は，PDD80
PDD の 20 ， 機能 PDD2 ，特

定不能 PDD1 ，自 症 30 ，知的障 を

う自 症 13 ， 機能自 症 5 ，非定 自

症 1 ， 自 症 1 ，自 症スペクトラム

障 1 ， スペル 症候群 4 ，レ ト症

候群 2 ，ADHD4 ，PDD ADHD4 ，

スペル 症候群 ADHD3 ，LD+ADHD1
，発 障 とだけ が 3 であった。 

調 続き 
2013 10 から 11 に，調 研究の 力を

られた の の活動の にて，調 用 を配

した。調 の およ ， は 意である

ことを に説 し， の られた に

意で してもらった。 
調  
1 発 障 をもつ のメタ認知的信念

度 で た を基に作成した

度。発 障 をもつ の心配・反 に対す

るメタ認知的信念を 定する 度である。36
目 5 。 
2 心 的ストレス反応 度 Stress Response 
Scale-18 SRS-18 ・ 田・ ・ ・

・ 野，1998 心 的ストレス反応を

定する 度である。18 目 4 。 
3 日本 Meta-Cognitions Qestionnaire-30

MCQ-30 ・ 田，2007 侵入思考や心配

に対するメタ認知的信念を 定する 度であ

る。本研究では， 度「心配に する

しまう 田，2007 。また，抑うつ症状に

う認知の変 により， どもを 観的・ 定的

な見 をするようになり， どもへの応対が

定的となったり， どもに対して適切でない

動・行動を行ってしまいがちになる 野 ，

2007)。その結果， どもの 障 や行動障

を 発し， の 感と抑うつ感もさら

に増大さ る が生じてしまう ，

2006 。ペ レ トトレ や の など

に対する支 体制は えられてきている

が，心 の問題に を てた支 と研究

はいまだ不 である ( ・ ，2005)。 
 抑うつや不 の一因として，自己注目が

されている。自己注目とは自己の 的事

に対する注目が過 な状態のことであり，感

障 の発症や 持の要因となる。自己注目は，

の でも問題とされている。 において

は， の自己 度の い な

事が日常の軽 な としておこりやすく，

は自己への注意を めやすい状 にある

，2002 。つまり， に対して対処不能感

を感じ， 行動において な認知的

をした ，自己について考えてしまいやす

い反 状態になり，自己や状 に対しての見

がより になりやすいとされる

，2002 。そのため， どもへの対処不能感

を多く感じる発 障 をもつ は，自己注

目の状態になりやすいと考えられる。一 で，

自己注目を す認知 として，メタ認知的信

念が られる。メタ認知的信念とは，思考が

どのようにして くか，あるいはどれくらい

ト ルできるのか，といった思考の制御に

する信念である。メタ認知的信念には，反復

的思考である心配や反 などが に立つと思う

なメタ認知的信念と，思考あるいは

感 の制御不 能性や 性に 連する

なメタ認知的信念の 2 がある Fisher 
& Wells，2009 。Wells らの した自己調節

実行機能モデルでは，このメタ認知的信念があ

ることによって，反 や心配といった

な り しの思考に ってしまうとされてい

る Papageorgiou & Wells，2003 。自らの認

知を ・制御・ するメタ認知に を

てた心 療 であるメタ認知療 では，メタ認

知的信念の を変 さ ることが介入の主要

な目的の一つであるとされる。 
上のことから，発 障 をもつ のメ

タ認知的要因に を て，自己注目の や

不適応なメタ認知的信念を することが，抑

うつ気 の につながると される。しか

し，これまでのとこ ，発 障 の が持

つ てに対する特 の 観的な気持ちおよ

障 に対する考えを した研究 ・

・松 ，2007 や， どもの に対する不 ，

問題行動や対人 ， 自 の に する

考えを した研究 ・ ，1980 はあ

るものの，それらの考えがどのようなメタ認知

的信念によって発生・ 持されているかという

は らかにされていない。また， のメタ

認知的要因に を てた研究は不 である

とされ ，2006 ，特 の心配・反 に対す

るメタ認知的信念を 定する 度も作成されて

いない。したがって，発 障 をもつ に

特 したメタ認知的信念を 定することは，

のうつ状態とメタ認知的要因との 連を検討

するために 用と考えられる。さらに，発 障

をもつ のメタ認知的信念を 定する

度は， メタ認知的要因に をあてて

の支 を行う の重要な 果 の とつにな

ることが される。そこで本研究では，発

障 をもつ に対し を行い，

心配・反 に対するメタ認知的信念を し，

度を作成することを目的とした。 
 

  

 

1 原 目作成 
調 対 者 
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な信念」「心配の制御不能性や に す

る な信念」の を用いた。12 目 4
。 

4 抑うつ的反すうに する な信念

度 the Positive Belief about Depressive 
Rumination Questionnaire PBDRQ
・金 ・根建，2009 抑うつ的反すうに す

る な信念の確信度を 定する 度で

ある。本研究では 度「人生の 影響の

」「現状の の 」の を用いた。10
目 5 。 
5 な反すう 度 the Negative 
Rumination Scale NRS ・上 ，2001

定的・ 的な事 について， い間 り

し考え続ける傾向を 定する 度である。11
目 6 。 
6 ス ト の と どもの

，障 の の と を ねる 目を

定した。 
３ 的配  
 本調 への は自 意 によるものである

こと，不 や中 によって一切の不 が生

じないこと，個人 が れる れはないこと

について， およ 問 調 の調

に およ にて な説 を行

った上で 力を した。 におい

ては同意 への ， 問 調 においては

トへの をもって調 への に同意

したものと なした。なお，本調 は「早稲田

大学人を対 とする研究に する 」

の 認を て行われた 認 2013-051 。 
 

  

 

ま ， 目 との と 差を し，

果・ 果が見られた 目を した。

また， 果には いてないものの，

に大きな りが見られた 目も した。その

， りの 目に対して，因 を検討する

ために主因 に基づく 的因 を行っ

た。スク トの 状およ が 1.0
上の因 であることから，2 因 である

と した。そして因 数を 2 因 に 定し，

度主因 クス による因

を行い，因 が基 .40 に たない

目を に していった。なお，多重 のか

かっている 目は認められなかった。その結果，

3 の反復で が し， 1因 が 13 目，

2 因 が 13 目， 26 目が された。 
1 因 は，心配や反 の ト ル不

能性に する 目の が かったため，「発

障 をもつ の心配・反 に対する

なメタ認知的信念 NWRM Negative 
metacognitive belief for Worry and 
Rumination of Mothers having developmental 
disorder children 」と した。 2 因 は，

心配や反 をすることの 性に する 目の

が かったため，「発 障 をもつ

の心配・反 に対する なメタ認知的

信念 PWRM Positive metacognitive belief for 
Worry and Rumination of Mothers having 
developmental disorder children 」と した。 

に， 因 と 度 体の信 性を検討

するために， 数を した。その結果，

1 因 は =.91， 2 因 は =.87， 度 体

では =.89 が られ， 度， 度 体とも

に い 的 性が示された。因 による

度の 目， 目 との因 ，因 間

，そして 因 の 数の をまとめた

ものを Table1 に示す。 
存的 性の検討については，それ れの

度と，SRS-18，MCQ-30 の 度，

PBDRQ，およ NRS との 数を めた

Table2 。NWRM は，SRS-18，「心配の制御

不能性や に する な信念」，NRS
との間に 意な強い の ，PBDRQ との間

に 意な い の ，「心配に する

な信念」との間に く い の が 意傾
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Table1 分析の （ =. 9） 

27 の に 心配 る の る の に心配 .7 .101

15 の 心配 る 心配 に の に る .749 .02

17 対 ける に 考 .747 .052

22 の 心配 る 心配 に る .721 .0

23 の に 考 る の に .705 .054

10 に対 対 考 る の 信 る . 9 .11

1 る 考 ける の に に . 94 .0 1

2 に 思 に 分 . 2 .090

25 の 心配 る の の 考 る . 70 .035

る に に心配 .579 .059

4 の に 考 ける に .5 .005

11 の に 心配 る に け .52 .072

7 に 考 る の .4 4 .023

32 分 の の 心配 るの の対 る に に .144 . 99

29 に 思 け る .09 . 92

2 る 考 る る る .0 1 . 79

24 に の 心配 る の る けに る .044 . 5

21 の に 考 る る る .070 . 50

の 心配 る 向 に る .204 . 22

30
に対 る の の対 思 の に に る
けに る

.013 .539

2 る け る .021 .527

1 の 心配 る の る けに る .105 .523

35 の 心配 る の る に ける る .04 .520

14 分 の関 思 の る .032 .505

1 に る 考 る 分の る .12 .4 2

33 の の 心配 る に対 る .197 .4 0

1 の心配 に対 る メタ認知的信念 （ =.91 ）

2 の心配 に対 る メタ認知的信念 ( =. 7 ）

間相関 .225
 

な信念」「心配の制御不能性や に す

る な信念」の を用いた。12 目 4
。 

4 抑うつ的反すうに する な信念

度 the Positive Belief about Depressive 
Rumination Questionnaire PBDRQ
・金 ・根建，2009 抑うつ的反すうに す

る な信念の確信度を 定する 度で

ある。本研究では 度「人生の 影響の

」「現状の の 」の を用いた。10
目 5 。 
5 な反すう 度 the Negative 
Rumination Scale NRS ・上 ，2001

定的・ 的な事 について， い間 り

し考え続ける傾向を 定する 度である。11
目 6 。 
6 ス ト の と どもの

，障 の の と を ねる 目を

定した。 
３ 的配  
 本調 への は自 意 によるものである

こと，不 や中 によって一切の不 が生

じないこと，個人 が れる れはないこと

について， およ 問 調 の調

に およ にて な説 を行

った上で 力を した。 におい

ては同意 への ， 問 調 においては

トへの をもって調 への に同意

したものと なした。なお，本調 は「早稲田

大学人を対 とする研究に する 」

の 認を て行われた 認 2013-051 。 
 

  

 

ま ， 目 との と 差を し，

果・ 果が見られた 目を した。

また， 果には いてないものの，

に大きな りが見られた 目も した。その

， りの 目に対して，因 を検討する

ために主因 に基づく 的因 を行っ

た。スク トの 状およ が 1.0
上の因 であることから，2 因 である

と した。そして因 数を 2 因 に 定し，

度主因 クス による因

を行い，因 が基 .40 に たない

目を に していった。なお，多重 のか

かっている 目は認められなかった。その結果，

3 の反復で が し， 1因 が 13 目，

2 因 が 13 目， 26 目が された。 
1 因 は，心配や反 の ト ル不

能性に する 目の が かったため，「発

障 をもつ の心配・反 に対する

なメタ認知的信念 NWRM Negative 
metacognitive belief for Worry and 
Rumination of Mothers having developmental 
disorder children 」と した。 2 因 は，

心配や反 をすることの 性に する 目の

が かったため，「発 障 をもつ

の心配・反 に対する なメタ認知的

信念 PWRM Positive metacognitive belief for 
Worry and Rumination of Mothers having 
developmental disorder children 」と した。 

に， 因 と 度 体の信 性を検討

するために， 数を した。その結果，

1 因 は =.91， 2 因 は =.87， 度 体

では =.89 が られ， 度， 度 体とも

に い 的 性が示された。因 による

度の 目， 目 との因 ，因 間

，そして 因 の 数の をまとめた

ものを Table1 に示す。 
存的 性の検討については，それ れの

度と，SRS-18，MCQ-30 の 度，

PBDRQ，およ NRS との 数を めた

Table2 。NWRM は，SRS-18，「心配の制御

不能性や に する な信念」，NRS
との間に 意な強い の ，PBDRQ との間

に 意な い の ，「心配に する

な信念」との間に く い の が 意傾
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Table2 各 間の相関関係 

1 2 3 4 5 7

1 N ― .227 * . 35 ** .1 2 .732 ** .225 * . 50 **

2 ― .030 . 00 ** .1 .332 ** .01

3 S S 1 ― .112 . 1 ** .049 .545 **

4 C p ― .329 ** .3 2 ** .159

5 C e ― .141 . **

― .071

7 N S ―

N e. N Ne a e e a e bel e    a  a   e  a
      e el p e al e  l e  e e a e bel e    a
        a   e  a  e el p e al e  l e  S S 1 S e
      e p e S ale 1  e e el e  ab  ep e e a
      e a e  N S e Ne a e a  S ale
     C p C 30の 心配に関 る 信念  C e C 30の 心配の 制
     に関 る 信念

p  <.10 *p  <.05 **p  <.01

 
向で見られた。また PWRM は，「心配に する

な信念」，PBDRQ との間に 意な

中程度の の ，「心配の制御不能性や

に する な信念」との く い の

が 意傾向で見られた。しかし，SRS-18
との間と，NRS との間には， が示され

なかった。なお，NWRM と PWRM との間では

意な い の が示された。 
 

  

 

 
本研究の目的は，発 障 をもつ のメ

タ認知的信念 度の作成と信 性およ 性

の検討であった。検討を行った結果， のメ

タ認知的信念が らかになり，概ね強い信 性

と 性を する 度を作成することができた。 
因 の結果，心配と反 がまとまり 2 因

となったが，どちらも自己に 連した

な反復的思考であり，多くの 性が

されているため Segerstrom，Tsao，Alden，
& Craske，2000 ，本研究においても心配と反

が 1 つの因 にまとまったと考えられる。 

早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号

―�74�―



存的 性の結果については，NWRM が

ストレス反応と強い を示した一 で，

PWRM がストレス反応と 意な が られ

題が った。従 の研究から，心配に対す

る なメタ認知的信念については

性不 障 を き こす一因になりうること

Borkovec & Romer，1995 ，反 に対する

なメタ認知的信念が抑うつ症状の

及 持と 連があること Papageorgiou & 
Wells，2001 が示唆されている。そのため，

本研究においても PWRM の 性の検討とし

て，ストレス反応や な反 との 連

を検討した。しかしながら，心配に対する

なメタ認知的信念は，心配を活性 さ

ることで， 的な問題 スタ ルにつなが

ることも示されている Davey，Hampton，
Farrell，& Davidson，1992 。また， 野・

野 2008 によると，反 に対する

なメタ認知的信念を していても， しも抑

うつを き こす な自己注目 反

に ってしまっているわけではなく， し 抑

うつを ト ルできる適応的な自己注目

を行っている があることが示され

ている。このことから，PWRM に しては

な にも適応的な機能を してい

ることが考えられ，本研究においてストレス反

応との間に が示されなかったこととも 連

していると考えられる。 
作成した 度の 目については，

をもとに作成したことから， の心

配・反 について な を めることが

た。心配・反 の対 に して， につい

て， どもへの きかけについて， どもとの

わり いについて，自 の感 や気 につい

て， 感についてなど， が く まれ

ていることは として られる。しかし，

発 障 をもつ 特 の信念とは い切れ

，定 発 をもつ にも てはまるよう

な 目も まれてしまった。また，

では なメタ認知的信念における思

考感 の 性に する 目があまり られな

かった。さらに，PWRM と PBDRQ との間の

が い の にとどまった として，

度間の の いが一因として考えられる。

本研究で 用した PBDRQ の 度は，「反

しないと問題状 を できない」といった，

反 しないことで生じる不 に する信念に

を てている。しかし PWRM は，「反 す

ると どもの特徴をつか ことが る」とい

った，反 することで生じる に を て

ている。 上のことから，本研究では

により られた を 的に 目に置き

えたため， 目を作成する で「発 障

をもつ のメタ認知的信念」を に捉え

きれていなかったこと， 現が不 していたこ

とが として られる。そのため，

は 目の や， からは られ

なかった の信念を し， 度を精 する

ことが められる。 
本研究は，発 障 をもつ のメタ認知

的要因に注目し， のメタ認知的信念に

を てた介入により，抑うつを さ る研究

につな るための 度作成を行うことを目的と

していた。そのため， 度を精 した はそ

れ れのメタ認知的信念とストレス反応との

連に して因果的 スなどを めた検討を

行い， のメタ認知的信念の きについて

を める 要がある。 
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の検討であった。検討を行った結果， のメ

タ認知的信念が らかになり，概ね強い信 性

と 性を する 度を作成することができた。 
因 の結果，心配と反 がまとまり 2 因

となったが，どちらも自己に 連した

な反復的思考であり，多くの 性が

されているため Segerstrom，Tsao，Alden，
& Craske，2000 ，本研究においても心配と反
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Abstract 
 

Mothers of children with developmental disorders often become overfocused on 
self-attention and such psychological burdens can lead to depression. However, limited 
studies have focused on the metacognitive factors of mothers that promote such 
self-attention. Therefore, this study develops a metacognitive beliefs questionnaire for 
mothers of children with developmental disorders through a twofold approach. First, 
semistructured interviews were conducted to form the basis of the original item. Second, 
a confirmatory factor analysis was used to assess the reliability and validity of the 
inventory survey, which was followed by a correlation analysis. The results show that 
mothers of children with developmental disorders have high levels of positive and 
negative metacognitive beliefs about two factors: worry and rumination. In the future, I 
will conduct an investigation regarding the metacognitive beliefs about stress based on 
the concept that it can also influence depression. 

 
Key words: developmental disorders, mother, self-attention, metacognitive beliefs  
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